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得られた全ゲノム  DNA からウイルス特有の 
DNA を Real Time PCR 法で増幅し、その再活性
化が薬物やアルコールの長期摂取さらに疲労との
関連の検討を行った。また、 HHV-6 ゲノムの両
端に位置する  DR 領域に  6 塩基の  Telomeric 
Repeats Sequence (TRS) が存在し、そのリピート
数に個体差があることがわかった。 
 
キーワード： Human Herpes Virus-6、唾液、Real 
Time PCR 法、Telomeric Repeats Sequence  
１．はじめに 
Human Herpes Virus-6(以後 HHV-6)は 1986 年、
悪性リンパ腫患者のリンパ球より分離され [1]1988 
年に山西らにより小児突発性発疹の原因ウイルス










全ゲノム  DNA からウイルス特有の  DNA を 
Real Time PCR 法にて検出することにより再活性
化とその背景を考えた。また、 HHV-6 ゲノムの













2.1  DNA 抽出 
解剖体血液から DNA を QIAamp DNA Micro 
Kit (QIAGEN 社)で抽出、唾液は  ORAgene ・ 
DNA 採取キット(ORAgean 社)を用いマニュアル
に沿って DNA を抽出し、実験に使用した。 
2.2  Real Time PCR 
図 1に示した配列の Primer および Probe と Taq 
ManRFast Universal PCR Master mix を用い、7500 
















2.3  DR 領域増幅と TRS  
ウイルスの存在が確かめられた検体は、 Primer 
を用いて annealing 58 ℃、60cycle PCR 処理を行
い、DR 領域を PCR 増幅した。PCR 産物は、ア
ガロースゲル切り出し法を用いて  ABI 3130 




3.1  HHV-6 検出検体から既往症等の検討 
解 剖 体 血 液 か ら の  DNA136 検 体 の う ち 
real-time PCR で  DNA の増幅が確認された  51 
検体を Positive 群、増幅が確認されなかった 85 




    図 1. Primer & Probe 配列 
 Taq Man
R
Fast Universal PCR Master mix を使用し、 
60cycle で RT-PCR 処理。 
 Forward  primer
     5’-GAC AAT CAC ATG CCT GGA TAA TG-3’ 
 Reverse  primer 
    5’- TGT AAG CGT GTG GTA ATG GAC TAA - 3’   
 TaqMan  Probe 
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図 2. Real Time PCR、HHV-6DNA 検出チャート 
   (定性的検出) 
   真ん中のライン(Threshold Line)を超えて増幅されるの 

















3.2  唾液からの Real-Time PCR 検出 
麻酔科医師 11 名と手術前で安静を保っている
患者 37 名から採取された唾液からの DNA によ
る  Real Time PCR の結果、医師のうち  10 名
















図 4. Real Time PCR、HHV-6DNA 検出チャート 
  (定量的検出)。 


























HHV-6 の出現数が高かった。麻酔科医師 11 名中 10 名(91%)か




























の血液サンプルからは 100 万個/ml を超えるウ
イルスが検出されたが、麻酔科医師で最も疲労し









3.3  HHV-6 Telomeric Repeat Sequences 
(TRS)の算出結果 
HHV-6 は全長約 159 kb で両端を約 8 kb の 
DR-L と DR-R に挟まれた、約 143 kb のユニー
ク配列をもつ二本鎖 DNA である [8]。DR 領域に































図 6. HHV-6 ゲノム模式図
HHV-6 は全長約 159 kb で両端を約 8 kb の DR-L と DR-R に挟まれた約 143 kb のユニーク配列 U を
もつ二本鎖 DNA である。DR 領域には (TAACCC)n の繰り返し配列をもつ Telomeric Repeat Sequencees 
(TRS) と呼ばれる領域が存在する。 
図の Primer 配列にて組み合わせを変えて Sequence 解析を行った。 




 48  48  55  78 51 80  63  63
41 51  46 45  34 52  30  41 51  34 50  74 
図 7. TRS 領域 PCR 増幅産物のアガロースゲル(左図)と Agilent chip での泳動(右図) 
下の二けたの数字は (TAACCC)n のリピート数。個々のウイルスによって異なるリピート数を持つことがわかる。
左図 1,2 レーンは突発性発疹患者姉妹で同数である。 
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HHV-6 のゲノム両端の DR-R と DR-L 領域に
は、(TAACCC)n の 6 塩基繰り返し配列が存在する
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しかしながら、ウイルスの DNA コピー数を 1μl
あたり 4 個以下にした物は、同一検体を 4 回から
12 回ほど PCR 増幅をしても１回しか増幅されない
ものもあり、非常に増幅が難しい。 
血液、唾液両方の検体から同様の(TAACCC)n の












唆される(図 9)。また今回、唾液抽出検体の 2 検体
で TRS 中 SNP が見つかった。HHV-6 は TRS 多型の
他、各所に SNP の報告がある[12]。それらを踏まえ今
後取り組んでいきたいテーマである。 
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図 8. F1-R1primer の組み合わせによって PCR 増幅されたサンプルの Sequence 結果 
         Sequence 反応は Big Dye Terminator V.3.1 Kit を用い、ABI PRISM 3130 (Applid Biosystems) で分析を行った。 
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全学技術職員ウェブサイト管理委員会活動報告 




















り運用されていた web site のホームページである。 
 
 





て、平成 20 年 11 月 21 日に、全学技術職員のウェ









情報化推進課長を併せた 14 名の委員と実務担当者 







表 1 に、委員会構成メンバーを示す。 
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